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水稲湖水直播における散播方式に関する試験

件々木功・藤村清一・岡島正昭

（岩手県点訳）

1　ま　え　が　き

水稲親水直稀様式には点軋粂軌散楢が採用され

ているが前の二方式の点拓，粂癖では播種機も市放さ

れ実用化されつゝあわ散播方式の場合はヘリコプター

に上る故描法が採用されているが，これ等はいずれの

地域．場合にも道明されるもので吐ないので適応性の

大きいと思われる畦畔或は田面内からの痛種機の開発

が必要であると考えられるので，現在市版されている

入刀用，励刀用の故事・1機の性能を活用し畦畔あるいは

田面内からの数播方式を計画実験した結果その可能な

試験成績を得たので報告する・

2　　試　験　方　法

試験は予備実妹と水田での不実躾に分けて式験し．予

備美顔では閑鑑別の吐出宜．到遠距離．種籾の機械障害

及発芽歩合．政体状態を調査し，背負型動力ダスターで

は種籾の繰出し横縞を一部改良の上実験し両機種共に実

用化の確信を得たので二機鰯とも不実験に供試した・本

実験では散稀の均一性．作業の雑易．苗立歩合，播種作

業能率等を調査検討した．

試験場所は岩手県農試農機具検査室及び試験圃で実験

し，供試機は初田式背負型動力ダス貞一及びみのる式人

力故粒磯．試験月日は予備実験8月10日～8月即日．本

実験5月通日に実地した・供試圃場は107－ルl盗れ×

亜桝）の水田を使用した．供試機の主要諸元は第1奉の

通りである．
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1．種籾の繰出し機構の改造

n）初田式背負型動力ダスターの構造

粉剤・粒剤・ミストとの三兼機で主に農薬散布を呂的

とし市販されているもので粉粒の型態で使用する場合で

の散布機構の概略はタンク内の良薬は送風77ンか由こ

ない構造で℡閉されたタンク内に送風機より分送風1九

その風圧によめ繰出口に吹上げられ送風管の途甲に誘さ

され風力にエカ・散布される機構である．

⑦　初田式背負型動力ダスターの改造位置

原形の繰出機構は前述の通わ吹上げに上る繰出し機構

であ少農薬等はスムースK繰出されるが比重の奄い精粗

では繰出し不能であったので繰出口が下向に走っている

ものを逆に上向に装着し種籾が風道に漏下防止のため円

形の金網をセットし吹下げ機構に改造し繰出を良好托し

た．

3　　試　験　結　果

1．開鑑別吐出量

供試籾は保温器にエ少1・5％に催芳し両横別の種籾の

吐出童吐第1図の通少で入力用敢粒機では閑庇に稗々比

例し又背負型動力ダスターでも比例し繰出吐出量も増加

した．毎分当少の最大吐出量は動力型で2，8釦gr．入力

型で1，偵lgrで動力型の方が約2倍の吐出性能である・
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・操出押野何度．

第1図1分間当りの種級吐山嵐

乙　傷等の程ま及び発芽調査

傷等の調査は吐出籾100粒についての肉眼判定では機

械陣音に上る傷籾は認められず．保温署内での発芽試験

でもl窮2衰l両機種共に鳩車～100卓の発芽率で非常

にその事も高く機械障害に上る発芽に及ぼす影響は殆ん

どないものと推定される・

＆　到遠距離及び敵播状態

入力用散世職で播都された種板の分布状態は；第8表の通

わで．散布条件は無風．ハンドル回転故1訪rpト・散布

方向調節を前方に調節しての定位置からの散布状態であ

少8M巾に前方へ扇形に散布され右方向忙稲々少く分布
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○　車内での発芽武　でで本　2枚まで伸長した首歓．

する傾向が見られる．又ハンドルの回転数別の散布状態

は．第4乗の通わで回転数を増大させると散布巾が大と

なるが左右の均一匿に問題があるので100rp，わが散布巾

と均→性から見て適当回転数と推定される．

第8表　種籾の飛散分布状感＝入力用＝
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窮4表　ハンドル回転扱別散布到達距離l単位m】

痘 軌 l

左 右 前 前 巾
肉 眼 判 定 に よる

散　 布　 状　 態

5 0 】 1．8 1．6 2 ．2 1．2 左 側 多 い

1 0 0 8．9 4．5 6．0 2 ．2 左 右 帝平 均

1 2 5 5．8 4．8 6．2 2 ．3 左足元 ．左 前 方 多 い

15 0 ⊥ j 空 4．5 5．6 2．5 同　　　　　 上

○雪上旺散布，最大飛散したる粗を別宅した．

も　動力ダスターでの種籾の散布到達距離

入力用散粒機の到遠距離は前表．前述のとうわである

第6表

が動力背負型ダスターに上る畦畔散痛の可能限界を究明

するためのテスト結果は弟5表の通少で約10mは充分に

飛散させることが可能である．又散布状態は楕円形K広

がカその落下面横は飛散判遠距離を大きくすれば比例し

て増大する．

第5表　動力ダスターに上る種籾の到遠距離

回 転政 調苅 指示 板 踵 叛 の 最
摘　　　　 要

位　　　　　　　 置 天到 遠 距 離

l l 1 0 0 0 R P M I 4．6 In 不嶺 を地 表 に 定置 し扮

2　 1 2 0 0 0 R I）M ） 7．0 管 を 釦 ○の角 度 に保 雇

3　 1 3 0 0 0 R m ） 8 ．4 して の種 籾 の 最大 飛 散

4　 1 4 0 0 0 R P M 】 9．7 距離

5　 1 5 0 0 0 R 王〉M I 10．8

5．本実験陀ついて

以上のように予備実験に上身両横共忙癌水散紡機とし

て，非常に性能の高いことが判明したので水田舌代掻直

後均平にLl日放直し水深8mの徳永状態の武威田を設

けて散播実験した．散揺時の風速は3mでの試験である．

n）水田内ユタの散揺実験

みのる式入力用散粒機を供試して約5桝の散布巾に準

じて間隔をと少水田内を縦横に歩行しをがら重ね散稀に

上身機械性能の左右の不均一性の補正を図った．この結

果均一にしかも作業も容易で能率的に散播することが可

能である．107－ル当播種量7晦で8．3が当カ440粒播種

された．

∽　畦畔上上少の散播実験

初日式背負型動力ダスターを供試し．畦畔上上身散粉

管を上下或は左右に振少ながら歩行散布すれば畦畔上少

数播が可能でしかも均一に散播する撃が出来る．本実験

では均一匿確保のため2回散布の方法を採用したが散布

者の熟練に上カ1回で散播も可能と推定され作美能率も

向上される・10アール当鋸播種量6．4KP．8．8が当わ4罰

粒播種された．

本　式　廉　成　績

機　　　　　 種 散播方法
8．8が当少

の播種故
苗立歩

みのる式

入 力用数 枚餞
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動 力 ガス ター

田面内歩行

畦畔歩行
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420枚
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7 2 痴

8 9 痴
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作美時間仕種

含ない．苗立歩

佼時調査で標

の苗立歩合

子補充時間
合吐不葉3

準区は乃牒

散扮管等忙よる磨撥に上狛垂籾の損傷が生ずる事が予想

L　種板の機械的損傷について　　　　　　　　されるれ予備尖験では100か近い発芽率又本実験では

入力型では種籾が放射状の散布羽から遠心力に上少飛　茶6責の通わの首立歩合であクこれ等から想定して播種

放され又動力型では強力なる風圧に上少吐出されるので　機による機械損傷は戒められない．
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2．故緒の均一・踵

木．抑敗で悠問い均・に楢神一十もことか出来たか機叱・ノ）什

能或は故相の方法から想定しての聞越点は捕縄巌と吐出

能力，噂周との幽係を充iJ、に考慮しながら・予定面横内に

均一に歩行散痛しなければならなレ．又勤刀型での畦畔

散描法においては水田の甲央部が薄格になカ易い傾向に

あるので散布作業動作に特に注意が選ましい．い一㌢れも

致揃の均一度は散布者の歩行崖匿．吐出壷の調節，作業

動作．気象魂件等K相関して均一性が保たれる．しかも

感に上る作業動作が加わるので比等の諸条件を考慮して

の散布者の熱練が必要である．

3．種籾の移動

濯水直格の方法であカ浮塵通子はまったく見られない

が．土壌が軟か過ぎると種籾が埋没し叉本試験田は極端

33

な痛水田で地肌の一一部分に地割を生じた個所が風波に工

少種籾が剖目に移劫した結果からして播種時の土壌の硬

軟は種籾の埋没しなレり卦匿の硬さなら痛種に対しての速

成匿と推定される．

も　作業時嘲

縄子の補充を含まない散布作業時間は入力型で7分／

ma功刀型で14分／108で三助力型の方が作美能率が低い

結果となったが始めての式旗でもあわ吐出宜を少くして

の′実験で功刀型では慮大吐出壇2鴎／分の能力があわ，

10入り／108の播種量であれば8分で播種作業が可能の計

算となる．実験時の風速粂件からして両機種共にヘリコ

プターK上る惑水直橋の様に風速東件により作業が不能

となることが極めて少hものと思われる．

限界地帯における乾田直播栽培の潅水時期について

山［り弔夫・石山六郎・斎藤正一

（秋　m　爪畏武）

1　ま　え　が　き

今迄各地の試験研究結果から日本海岸では秋田県が乾

田直揺栽培の限界地帯とされている．秋田農式での湛水

・乾田両直満載培試験の結果から，乾田直播栽培は湛水

直楕栽培に比べて，初期生育が劣って生育量が′J、さく，

収室はかな少劣る場合が多い．叉出穂・成熟もおくれる

ことがみられている・この上うに初期生育の劣る乾田直

播栽培で，濯水を早めて初期生育をよくする目的で，洒

試　験　区　一　覧

水時期について昭和37年から試験したので主に鞄年鑑の

結果から報告する・

2　　試　験　方　法

秋田県で乾田直播栽培の播種適期は5月10日頓であ

るが．当初の試験が雀害等の障害が大きくて追試験をし

たものである．又潜水時の追肥はこれ迄の試験結果から

必要であるが，特に濯永時期だけを倹討する意味でこの

試験では基肥だけにした・
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①　供式晶饉　トワダ

③　5月30日lKク／a播

⑧　施肥l基肥のみ】

a当成分量で0・9匂

3　試験結果及び考察

1．地温並びにE h6の変化について

地温の測定位置は種籾のある処つま少乾田区は地下約

3仰，直後潜水区は地表を削定した・Eh6は土壌の垣

く表面は隙いて4－5mの深さを測定した。

地温の測定結果は図で見られる様に半句別平均地温で，

直炭濯水区が竜田区上少高目に経過し，最高地温で2－

㌢C，又最低地温で僅かに高く経過した．又時刻別地温

経過図に晴天と雨天の両日の経過を図示したが，直後濯

水区が．両日共に高く特に天気のよい日中にその差が大

幸い．この様に乾田状態を長く続けるエ少も早期に濯水

l湛水）するのが，水に上る保温効果があ少温度的には

有利である．

Eh6は隣接する普通代かさした移植水田と比較し乍

ら測定した．図Eh6の変化に見られる倭に，移植区に

比べて直後湛水でも高く樫過し代かきしないだけでEh

6の高いことが見られ，更に乾田条件では届く経過する，

又直後濯水区で湛水後4－5日で息敵を低下がみられそ

の後はゆるやかに低下する・


